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もてる力を

出しきって

’92
6 月

藤田 小学 校（畠腹順一 校長）の 大運動 会は ５

月24日、時折、雨が降るあいに くの天気の 下、

「もてる力を出し きって」 をスロ ーガンに、同

校々庭で開かれました。

児童の皆さんは、大勢のお父さん、お母さん

の 前で、日頃の練習 成果を十分に発揮 し、「か

りもの競争」や 「紅 白リレ ー」 「奥州あっ かし

合戦」 など32種目に 全力 を出 しきり、会場は 肌

寒さな ど吹 き飛ばすよ うな熱気に包 まれ まし た。



恋愛都市

国見町 長崎国見町

～被災見舞いのお礼に来町～

同
じ
町
名
と
い
う
こ
と
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
を

通
し
て
以
前
か
ら
交
流
を
続
け
て
い
る
長
崎
県
国
見
町
の
松

尾
耕
之
助
町
長
、
坂
本
弘
町
議
会
議
長
を
は
じ
め

九
名
の
皆

さ
ん
が
五
月
二
十
五
日
、
本
町
を
訪
問
し
。
両
町
は
今
後
も

”恋
愛
都
市
”
と
し
て
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

町
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
視
察

今
回
の
訪
問

は
、
昨
年
卜

．
月

に
仲
野
周

】
町
議
会
議
長
、
佐
藤

忠
美
副

議
長

、
吉
田
久
男
巌
会
運

営
委
貝
艮

が
長
崎
県
国
見
町
を
訪

れ
、
町

、
町

議
会
、
町
阯
会
福
祉

協
議
会

、
県
北
中
生
徒
会
、
三
の

輪
フ
ョ

さ
ん
か
ら
の
雲
仙
普
賢
岳

被
災
の
見
舞
金
を
贈

っ
た
こ
と
に

打
す

る
お
礼
に
訪

れ
た
ら

の
で
す
。

役
楊
や
公
立
藤
川
総
（
口
病
院
を

は
じ
め
。
建
設
が
巡
め
ら
れ
て
い
る

国
見
町
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
な

ど
を
曵
察
し

た
あ
と
、
Ｊ
Ａ

福
島

国
見
町
会

館
で
州
か
れ
た
歓
迎
会

に
は
、
約
ベ
ト
人
が
出
席
。
冨
永

町
妊
が

一
今
川
の
皆
さ
ん
の
訪
問

を
契
機
に
。
両
町
の
交
流
と
税
両

が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
確
信
し

ま
し
た
』
と
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
、

松
嵯
町
長
が

’。お
互

い
の
町
は
、

結
婚
前
の
恋
人
吋
上
の
よ
う
に
自

山
な
関
係
で
、
楽
し

い

い
恋
愛
祁

巾

”
と
し
て
、
今
後
も
交
流
を
回

り
た

い
‘
と
東
町
の
あ

い
さ
っ
を

述

べ
ま
し

た
。

両
町
長
は
お
互
い
の
町
旗
を
女

換
、
力
強
く
握
手
を
交
わ
し
、
冨

永
町
長
か
ら
町
章

バ

バ
ン
の
贈
呈

な

ど
の
セ

レ
モ

ニ
ー
か
行
わ
れ
ま

し

た
。

こ
の
あ
と
行
わ

れ
た
祝
宴
で
は
、

ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
国
見
電

子
株
式
会
阡
の
図
会
に
よ

る
舞
踊

の
披

露
な
ど
が
行
わ

れ
、
和
や
か

に
歓
談
し

、
親
交
を
深

め
ま
し

た
。

▲両町町旗の斛でがっちりと

握手を交わす松尾町長（左）と富永町長

森江野小

体
育
館
改
築
工
事

安

全

祈

願

祭

12月完成

森
江
野
小
学
校
体
育
館
改
築
工

事
の
安
全
祈
願
祭

は
五
月
ニ
ト
ハ

日
、
校
舎
北
側
の
建
設
現
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
．．

祈
願

祭
に
は
冨
永
武
夫

町
長
、

仲
野
周
・．
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
、

学
校
関
係
者
．
工
事
関
係
者
な
ど

約
七
十
人
が
出
席
．
冨
永

町
長
の

力
強

い
く
わ
入

れ
の
あ
と
、
各
代

表
者
が
次
々
と
玉
ぐ
し
を

さ
さ
げ
、

工
事
の
安
全
と
早
期
完
成

を
祈
願

し
ま
し
た
．

体
育
館
は
、
和
風

造
り
の
校
舎

に
あ
わ
せ
、
屋
根

は
金

属
か
わ

ら

ぶ
き
、
総
1
1賢

二
億
五
百

ペ
ト
ハ

万
二
千
川
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

餓
骨
造
り
、
延
べ
床
面
積

八
百
三

卜
九
平
方
メ

ー
ト
ル
．
竸
技
床
面

積
六
百

六
十
平
方
メ

ー
ト
ル
。
ス

テ

ー
ジ
の
ほ
か
更
衣
宝
、
放
送
室

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
今
年

十
二
月

未
完
成
を
目
指
し
ま
す

。
▲力強くくわ入れする冨永町長

▲森江野小学枚体育餓完成予想図



７ 月５日

クリーンアップ作戦で

河川をきれいに

毎
年
七
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」

で
す
。

町
で
は
、

ふ
る
さ
と
の
美
し
い

河
川
を
守
る

た
め
、
町
内

を
流
れ

る
普
祓
川
・
滝
川
・
牛

沢
川
の
三

河
川
を
重
点
に
、
今
年
も
次
の
と

お
り
全
町
一
斉
に
ク
リ
ー
ン
ア

″

プ
作
戦
を
展
開
し
ま
す

。
美
化

作

業
は
、
河
川
敷
な
ど
に
投
棄

さ
れ

た
空
カ
ン
、
空
ビ
ン
、
廃
ビ
ニ
ー

ル
、
紙

く
ず
な
ど
の
回
収
、
除
去

及
び
雑
木
雑
草
の
刈
り
払
い
を
行

い
ま
す
。

町
内
の
皆
さ
ん
の
、

ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
。

▼
実
施
月
日
Ｆ

７
月
５
日
（
日
）

▼
実
施
河
川
。：
腎
祓
川
・
滝
川
・

牛
沢
川
、
そ
の
他
の
中
小
河
川

■
問
い
合
わ
せ

・
建
設
課
管
理
係

霊
醇
2
1
1
1
　

内

線
２
４
２

人
に
は
戸
籍
土
地
に
は
地
籍

国
土
調
査
進
む

～
今
年
度
は
貝
田
地
区
～

町
で

は
、
昭
和
六
十
二
年
度
か

ら
国
土

（
地
籍
）
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
現
在
の

登
記
所

備
え
付

け
の
『
土
地

登
記
簿

』
や

「
字
眼
図
」
か
十
分
な
役
割
を
果

た
し
て
い
な
い
た
め
。
土
地
所
有

者
の
皆
さ
ん
の
立
ち
会

い
な

ど
の

協
力
を
得
て
拮
度
の
高

い
測
量
に

よ

り
．
位
置

、
形
状
、
地
口
な
ど

を
明
ら
か

に
す

る
も
の
で
す
．

こ
の

調
査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
し

い
町
づ
く

り
の
計
画
、
実
施

に
役
立
ち

、
土
地
所
有
者
の
皆
さ

ん
は
．
権
利
か
確
実
に
保
護
さ
れ

る
こ
と

に
な

り
ま
す
．

調
査
の
進
め
方

は
、
先

ず
長
狹

物
（
道
路
、
水
路
な

ど
公
共
用
地
）

と
個
人
の
暁
界

を
確
認
し

、
そ
の

後
、
各
個
人
の
筆
界
杭
を

、
隣
接

者
協
議
の
う
え
打

っ
て

い
た
だ
き
、

町
か
一
筆
ご
と
に
調
査
を
し
。
全

て
調
査
か
終
わ
れ
ば
、
測
歇
に
入

り
ま
す
。
こ
の
測

量
に
よ

り
、
そ

れ
ぞ
れ
土
地
の
形
、
面
積

が
正
確

に
測
量
さ
れ
、
新

た
な
土

地
登
記

簿
と
公
図
の
作
成
と
な
り
ま
す
。

平
成
四
年
度
は
、
貝
田

地
区
を

調
査
区
域
と
し
て
作
業

を
進
め
て

お
り
、
現
在
、
艮
狹
物
の
く
い
打
ち

を
終
了
し
。
一
筆
調
査

の
準
備

に

入

っ
て

い
ま
す
。

お
互

い
の
権
利

保
護
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
こ
の
事
業

へ
の
ご
理
解

と

ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

－

問
い
合
わ
せ

・
企
画
商
Ｌ
課
国
土
調
査
係

壼
翦
2
1
1
1
　
内
線
２
５
１

基
本
健
康
診
査

終

わ

る

～
婦
人
検
診
受
診
率
ア
ッ
プ
～

自
分
の
体
は
自
分
で
管

理
－

今
年
度
の
町
の
基
本
健
康
診
査
は
。

£
月
十
八
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の

十
日
間

に
わ
た
り
、
町
民
体
育

館

で
行
わ

れ
ま
し
た
。

総
合
検
診
も
今
年
で
十
年
目
を

迎
え
ま
し
た
か
、
結
核

検
診

、
基

本
健
診
の
受
診
率
は
、
昨
年
に
比

べ
わ
ず
か
な
か
ら
ダ
ウ
ン
し
ま
し

た
。何

よ
り
も
大
切
な
の
は
、
病
気

の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
で
す
。

年
に
一
度
は
、
体
の
総
合
検
診
を

受
け
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す

。

Ａ長狭楠のくい打ち

●くいは 、抜いたり、動かしたりし

ない ようにお願いし ます。

●位置の変更か生じた場合は、速や

かに国 土調査係に連絡してくださ

1丶5

お
願
い

平盧４年度

基本審査受診者教・受診率
結　 核
検　 診

基　 本
健　 診

婦人
検診

対象者
(人)

5.435 4. 引 8 449

受診者

(人)
3 . 1 引 2.709 166

受診率
(％)

58.2

(  60. l)

62.7

(  62 ､ 9 )

37.0

(  .8 )

受診率の（　）内は昨年慶



国
見
町
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事着

々
と
進
む

国

見
町
観

月
台
文
化
セ
ン

タ
ー

建
設
事
業

は
、
昨
年
十
二
月
の
障

害
物
撤
去

や
現
場
仮
囲

い
に
始
ま

り
、
三
月

初
旬
ま
で
に
杭
打
ち
工

事
か
終
了

、
本
格
的
な
本
体
工
事

が
始
ま

り
ま
し
た
。

工
事

は
。
公
民
館
機
能
と
福
祉

施

般
機

能
を
備
え
た

『
セ

ン
タ
ー

棟

』
と
五
〇
〇
名
収
容
の
ホ

ー
ル

中

心
の
「
ホ
ー
ル
棟
」
の
二
工
区

を
同
時

並
行

的
に
進

め
、
基
礎
部

分
の
工
事

が
終
了
し
て

い
ま
す
。

現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
、
セ

ン
タ

ー
棟
か
地
下

］
購
の
配
筋
聖

枠
工
事
、
ホ
ー
ル
楝
か

鉄
骨

建
方

工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま

す
。

こ
の
ま
ま
順
調
に
工
事

が
進
め

ば
、
平
成
五
年
十
月
末
に
建
物
本

体
部
分

が
完
成
し
、
平

成
六
年
三

月
ま
で
引
き
続
き
外

搆
工

事
か
行

わ
れ
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
に
は
公

民
館
利
用
の
際
な
ど
に

ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
か
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
、

Ａ羹々と工事が違む観月台文化センター（％撮彫）

６ 月

土
砂
災
害
防
止
月
間

が
け
崩
れ
防
災
週
間
1
～
7

み
ん
な
で

防
ご
う

上
　

砂
　

災
　

害

一
瞬
の
う
ち
に
家
や
田
畑

を
破

壊
し

、
人

の
命
を
奪
う
こ
と
さ
え

あ
る
十

砂
災
害
。
そ
れ
は
集
中
豪

雨

や
地

震
が
引
き
金
と
な

っ
て
起

こ

り
、
毎
年
の
よ
う
に
多
く
の
不

幸

を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

わ
た
し

た
ち
の
国
土
の
約
八
割

か
山
地
や
丘
陵
地

、
台
地
と

い
う

こ
と
も
あ
り
。
土

砂
災
害
危
険
地

城
か
全
国
に
約
卜
六
万
簡
所
も
あ

り
ま
す
。
自
然
災
害
の
う
ち
、
土

砂
災
害

が
六
割
以
上
を
占

め
る
と

い
う
の
も
う
な
ず
け
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
、
悲
惨
な
災
害
か

ら
人
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
。

土

砂
災

害
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い

し
ま

す
。。

土

砂
災

害
は
、
地
面
の
崩

れ
方

で
大

き
く

三
つ
の

パ
タ
ー
ン
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

土
石
流
…
大
最
の
土

砂
・
が
れ

き
な
ど
か
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

る
大
歇
の
水
と
混
じ
り
合

っ
て
、

津
波
の
よ
う
に
流
れ
下

る
。

地
す
べ
り
…
粘
土

な
ど
の
す
べ

り
や
す
い
面
を
境
と
し
て
、
面

の
Ｌ

側
の
地
而
が
そ
っ
く
り
動

き
出
し
、
ゆ
っ
ぐ
り
す
べ
り
落

ち
る
、

急
傾
斜
地
崩
壊
・：
大
雨
や
地
震

に
よ

。
て
、
急
な
斜
面
が
突
然

く
ず
れ
落
ち

る
。

国
見
町
に
お
い
て
も
、
土
石
流

危
険
筒
所
は
木
落
川
を
は
じ
め
１１

簡
所
、
急
傾
斜

地
崩
壊
危
険
箇
所

は
源
宗
山
。
大

坂
、
宮
町
北
の
一

部
の
３
簡
所

が
危
険
区
城
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
危
険
箇
所
の
近
く
に

住
ん
で

い
る
皆

さ
ん
は
、
晦
雨
や

集
中
豪

雨
の
と
き
は
、
特
に
気
象

佶
輟
に
耳
を

傾
け

、
ふ
だ
ん
か
ら

家
族
で

避
難
路

や
避
難
場
所
を
話

し
介
い
、

〃
危

な
い
”
と
思

っ
た

ら
早
め
に
行
助
し
ま
し

ょ
う
。

■

問
い
合
わ
せ

・

建
設
課
管
理
係

雲
縣
2
1
1
1
　
内
線
２
４
２

国見町

土砂災害危険箇所

水
は
限
り
あ
る
資
源

～
水
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
9
2
～

保
原
保
健
所
管
内

水
道
協
会

般

立
三
十
周
年
記
念
事
業

の
『
伊
達

地
方
水
道
フ

ォ
ー
ラ

ム
ｔ

』
は
水

道
週
間
（
六
月
一
日
～

七
日
）

の

六
月
三
日
。
保
原
町
町
民
セ
ン
タ

ー
で
約
三
百
五
十
人
が
出

席
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
伊
達
地

方
水
道
サ

こ
二

卜
「
町
長
、
我
が
町

の
水
道

を
語
る
い
と
題
し
て
。
冨
永
町
畏

を
は
匕

め
伊
逢
管
内

七
町

の
町
長

を

パ
ネ
リ
ス
ト

に
迎
え
て

パ
ネ

ル

デ
ィ
ス
カ

ノ
シ

ゴ
／
か
閧
か

れ
、

各
町
の
水
道
の
現
状

や
将

来
の
計

画
に
つ

い
て
話
し
合

い
な
が
ら
、

今
後
の
伊
達
地

方
の
水
道
の
あ
る

べ
き
姿
を
討
讌
し
ま
し

た
・

▲伊達地方水道フォーラム'92



楽
し

い
夏

子

ど

も

を

水

の

事
故

か

ら

守

り

ま

し

ょ

う

六
月
に
な
る
と
小
・
中

学
校
で

は
プ
ー
ル
開
き
を
迎
え

、
本
格
的

な

”水

”
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り

ま
す
。

夏
休
み
を
控
え

た
子

ど
も
た
ち

に
と

っ
て

は
、
う
れ
し

い
季
節
の

到
来
で
す

が
、
こ
こ
で
気
を
つ
け

た

い
の

が
子

ど
も
の
水
難
事
故
。

特
に
、
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
三

か
月
間
に
水
の
事
故

が
多
発
し
て

お
り
、
尊
い
命
を
落
と
し
て

い
ま

す
。子

ど
も

を
水
の
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
み
ん
な
で

ど
ん
な
こ

と
に
注
意
し
た
ら

い
い
の
か
考
え

て
み
ま
し

ょ
う
。

①
危
険
な
場

所
の

点
検
を

近
く

に
池

や
用
水
路
、
堀
な
ど

が
、
さ
く
や

ふ
た
も
な
く
危
険
な

状
態

の
ま
ま
放
置

さ
れ
て

い
る
よ

う
な
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
し

、
こ
う
し

た
危
険
な
場
所

が

あ
っ
た
ら
、

最
寄

り
の
警
察
署
か

駐
在
所
な
ど

に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

②

子
ど
も
だ

け
の

水
遊
び
に
ご
注
意

河
川

や
池

な
ど
で

、
子
ど
も
だ

け
で
水
遊

び
を
し
て

い
る
の
を
見

か
け
た
ら
、
ひ
と
声
か
け
て
や
め

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
子
ど
も

の
水
遊
び
に
は
、
必
ず
人
人
か
同

伴
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
幼
児
か
ら

目
を
離
さ
な
い
で
！

保
護
者

か
一
緒

に
い
て
も
、
一

瞬

目
を
離
し

た
す

き
に
事
故

に
遭

う
ヶ
－

ス
も

あ
り
ま
す

。
幼
児
か

ら
は
絶

対
に
目
を
離

さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し

ょ
う
。

④
雨
降
り
後
の
水
辺
に
は

特

に

注

意
を

雨
か
降
っ
た
あ
と
な
ど
は
．

川

や
用
水
路
の
水
か
さ
が
増
す
ば
か

り
で
な
く
．
水
の
流
れ
も
速
く

な

り
．
大
変
危
険
で
す
．
子

ど
も
を

近

づ
け
な

い
よ
う
、
特
に
注
意

が

必
嬰
で
す
．

国見町職員採用試験案内

一平成５年度の国見町職貝（大学卒程度）採用試験を次により行い
ます．
１ ．試験職種・採用予定人員

一般事務｛行政｝・若干名
２．受験資格

昭和４３年４月２卩から昭和４６年４月１卩までに生まれた者で、平
成５年３月までに大学卒桑、または卒業見込みの -

３．試験方法
・第１次献験･-･教養献験 ’
・第２次献験…面接及び作文

４．試験の日畤・場所
・平成４年８月2  日 ( 日 ) 午前９畤から受付
・福島県自詒会館（県庁西隣り）

５．受験手餓
①申込用紙は国見町役魯で交付します．　　　　　　

・

②申込用紙に必要事項を記入し．国見町役場に變出してください.

③受験禀を受領したときは、最近６か月以内に撮彫した本人の写真
（上半身、脱帽、正面向き．縦６～ｘ横４.ｇ－）をはって、試験当

日に必ず持参してください．
６．畳付期間

平成４年６月１日（月）～６月 日 ( 火）午前８時半～午後５畤
ただし、 曜 日 . 第２・第４土端日は閉庁ですので受付を行いま
せん．（郵送による申込みは６月27 日までの消印有効）

圜間い合わせ
国見町役場緯務課 魯四2111　 内線１２１

▲待望のプール闃きで

テープカットする児童代表（蒔田小）

県
政
モ
ニ
タ
ー
に

本
多
ミ
ツ
さ
ん本多ミ ツ さん

平
成
四
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ
ー

に
本
多
ミ
ツ
さ
ん
（
小
坂
字
北
窪

三
一
－

六
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
制
度
は
、
県
政
に
閣
す

る

県
民
の
意
見
、
要
望
な
ど
を
組
織

的
・
継
続
的
に
聴
取
し
。
行
政
の

参
考
に
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
。
任
期
は
平
成
四
年
六
月

一
日
か
ら
平
成
五
年
五
月
三
十
一

日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。

本
多
さ
ん
は
、
今
後
一
年
間
、

県
政
に
つ

い
て
の
情
報
、
意
兄
、

笑
望

な
ど
を
提
出
し
た
り
、
ア

ン

ケ

ー
ト
に
答
え
、
県
民
代
表
の
一

人
と
し
て
県
政
の
進
展
に
協
力
す

る
こ
と

に
な

っ
て

い
ま
す
。

快
適
で

住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
て

～
生
活

幹
線
町
道
完
成
・

供
用
開
始
～

快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を

Ｈ
指
し
て
。
町
道
の
改
良
舗

装
工

事

が
進
め
ら
れ
て
い
た
内

谷
地
内

の
通
学
道
（
一
〇
二
号
線
）

と
、

森
江
野
小
学
校
に
面
し

た
部

分
の

町
道
（
五
号
線
）
が
こ
の

ほ
ど
完

成
し
、
供
用
か
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

そ
れ
ぞ
れ
通
学
道
路
で

も
あ

り
ま

す
の
で
、
通
行
さ
れ
る
皆

さ
ん
の

安
全
運
転
を
お
願

い
し
ま
す

。

な
お
、
平
成

二
年
四
月
一
日
現

在
、
国

見
町
町
道
の
整
備
状
況
は

伊
達
管
内

と
比
較
し
、
改
良
率
で

十
六
％

、
舗
装
率
で
十
三
％
上
回

っ
て
い
ま
す

。

▲完成した町遭５号線



国
民
年
金
は

世
代
と
世
代
の
助
け
合
い

今

や
、
わ
か
国
は
世
界
で
も
有

数
の
長
寿
国

に
な
り
、
老
後
の
生

活
問
題

は
国

民
の
大
き
な
関
心
事

と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
老
後
の

生
活

に
か
か
せ

な
い
の

が
午
金
で

す
。国

民
年
金

は
働
く
世
代
か
保
険

料
を
出
し
合

っ
て

。
年
金
を
受
け

る
世
代
を
助
け

る
仕
組
み
に
な

っ

て
い
ま
す

。
正
し
く
制
度
を
理
解

し
て

、
自
分

自
身
の
老
後

に
備
え

保
険
料
は
4
0年
間

納
め
ま
す
。

保
険

料
は
2
0歳
か
ら
6
0歳
に
な

る
ま
で

の
4
0年

間
納

め
る
こ
と
に

な
っ
て

い
ま

す
。
（
免
除
期
間
を

含
む
）

保

険

料

の

領

定

額
保
険
料
は
月
額

九
、
七
〇

〇
円

。
付
加

保
険
料

と
し
て
月
額

四
〇
〇
円
上

乗
せ
て
納

め
る
こ
と

も
で

き
ま
す
。

保
険
料
の
免

除
制
度

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

し
ま
う
と
将
来
、
年
金
を
受
け
ら

れ
な

い
場
合
か
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
生
活
か
困
難
な
た
め
保
険
料

を
納

め
ら
れ
な
い
方
は
、
免
除
の

申
請
を
す
る
こ
と
か
で

き
ま
す

。

免
除
か
承
認
さ
れ
ま
す
と
、
そ
の

期
間
は
資
格
期
間
と
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し

。
年
金
額

は
通

常
の
３
分

の
Ｉ
に
な

り
ま
す
。

■

問
い
合
わ
せ

・
住
民
福
祉
課
年
金
係

酋
邸
2
1
1
1
　
内
線
１
３
５

踏
切
事
故
防

止

Ｊ
Ｒ

東
日
本
か
ら
の

お
　
願
　
い

七
月
一
日
、
山
形

新
幹
線
か
開

業
し
ま
す
。

山
形
新
幹
線
『
つ
ば
さ
』
か
山

形
～
東
京
間
を
二
時

間
二
十
七
分

で
結
び
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
ま

で
よ
り
ず
っ
と
早
い
速
度
で

走
り

ま
す
。

そ
こ
で
。
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
に
お
願

い
が
あ
り
ま

す
。

無

理

な

横

断

、

警
報
無
視
は
や
め
て
／・

今
ま
で
の
列
車
は
時
速
9
5
キ
ロ

メ

ー
ト
ル
、
そ
れ
に
比
べ
「
つ

ば
さ
」
は
時
速
ａ

キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。

『
ま
だ
。
大

丈
夫
』
と
い

う

無
理
な

横
断

は
や
め
て
く

だ

さ
い
。

ド
ラ
イ

バ
ー
、
歩
行
者
の
皆
さ

ん

。
警
報

が
鳴

っ
て
か
ら
渡
り

始

め
る
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
・

遮
断
棒
が
降
り
た
ら
く
ぐ
る
の

は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

踏
切
の
安
全
を

お

願

い

し

ま

す

警
報
機
が
鳴

り
て

い
な
く
て
も
。

一
旦
停
止
し
て
安
全

を
確
認
し

て

く
だ
さ

い
・

踏
切
で
立
ち
往
生
し

た
ら
列
車

を
止

め
て
く

だ
さ

い
・

そ
の
方
法
は
…
…

・
踏
切
非
常

ボ
タ
ン
を
押
し
て
く

だ
さ

い
・

晧

切
非
常
ボ
タ
ン
か
な
い
踏
切

は
。
発
炎
筒

や
赤
色

灯
。
旗
な

ど
を
円

形
に
振

っ
て
く

だ
さ

い
。

踏

切

内

に

車

が

閉

じ

込

め

ら

れ

た

ら

あ
わ
て
ず
に
車
を
ゆ

っ
く
り
前

進
さ
せ
、
そ
の
ま
ま
進
ん
で
く

だ
さ

い
。

遮
断
棒
は
車
と
接
触
し
前
上
方

へ
跳
ね
上
が
り
、
車
は
脱
出
で

き
ま
す
。

賦
験

案
内

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

ア

マ
チ

ュ
ア
無

線
技
士

の
試
験

を
次
の
要
領
で
行

い
ま
す

。

◇
賦
験
の
資
格

第
３
級
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

第
４
級
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

◇
受
付

期
間

７
月
１
日
～
７
月
2
0卩

（
当
日
消
印
有
効
）

◇
試

験

日

第
３
級
・：
９
月
９
日

第
４
級
…
９
月
９
日
、
1
0日
の

う
ち
指
定
す
る
日

◇
賦

験

地

郡
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
手

数

料

二
、
七
六
二
円

■

申
請
書
提
出
・

問
い
合

わ
せ

唇
籖
仙
台
市
青
葉
区
五
礦
２
１

４
－

２
郵
政
弘
済
会
五
檎
ビ
ル

（
財
）
日
本
無
線
協
会
東
北
支
部

一

〇
２
２
－

２
２
１
－
4
1

４
7

お

願

い

ハ
エ
な
ど
の
大
量
発
生
防
止

今
年
も
梅
雨

期
か
ら
夏
場
を
迎

え
。
環
境
浄
化

不
備
に
よ
る
（

エ

な
ど
の
大
量
発
生
が
予
想
さ
れ

る

時
期
に
な
り
ま
し

た
。
既
に
、
数

件
の
苦
情
も
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
対
策
に
つ

い
て
は
町
民

の
皆

さ
ん
の
一
層
の

ご
協
力
を
お

願

い
し
ま
す
。

特
に
、
家
畜
な
ど
の
し
尿
・
た

い
肥
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
万
全

の
対
策
を
期
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
と

ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す

。

譖
問
い
合
わ
せ

・
保
健
諜
保
健
衛
生
係

雲
縣
2
1
1
1
　
内
線
１
４
１

募
　

集

福
島
県
警
察
官

◇
警
察
官
Ａ
（

大
学
卒

程
度
）

・
採
用
予
定
…
約
2
0名

・
受
験
資
格
・；
昭
和
4
0年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
4
6年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ

た
男
子

・
受
付
期
間
…
６
月

―
日
か
ら
６

月

迫
日
ま
で

◇

警
察
官
Ｂ
（
高
校
卒
程
度
）

・
採
用
予
定
…
約
2
5名

・
受
験
資
格
…
昭
和
4
0年
４
月

２

日
か
ら
昭
和
5
0年
４

月
１
日
ま
で

に
生
ま

れ
た
男

子

・
受
付
期
間
…
７
月
2
8日
か
ら
８

月
ｒ

日
ま
で

◇

婦
人
警
察
官
（
高
校
卒
程
度
）

・
採
用

予
定
…
約
５
名

・
受
験
資
格
・
：
昭
和
4
0年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
5
0年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
女
子

・
受
付
期
間
・：
７
月
2
8日
か
ら
８

月
2
7日
ま
で

■

問
い
合
わ
せ

・
桑
折
警
察
署
　

Ｓ
Ｏ
２
１
５
１

・
藤
田
駐
在
所
　

Ｓ
翦
2
0
5
9

お

し

ら

せ



松

く
い

虫

防
除

空
中
散
布
が

行
わ
れ
ま
す

松
く

い
虫
は
、
松
を
枯
ら
す
怖

い
伝
染
病
で
す
。

町
で
は
、
大
切
な
松
の
緑
を
守

る

た
め
、
被
害
木
の
伐
倒
駆
除
と

合
わ
せ
て

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

薬
剤
散
布
を
行
い
ま
す
。
散
布
地

周
辺
の
皆
さ
ん
や
松
林

所
有
の
皆

さ
ん
の

ご
協
力
を

お
願

い
し

ま
す
。

◇
散
布
地
区

泉

田
、
新
田
集
落
周

辺
松
林

◇
期
　
　
日

６
月
1
8
日
（
木

）
・
７

月

２
日
（
木

）

※

雨

天

、

強

風
の

場

合

は

期

日

を

変

更

す

る
こ

と

か

あ

り

ま

す

。

◇
散
布
時
間

午
前
５
時
3
0分
～

午
前
８
時

◇
散
布
時
の
注
意

①
散
布
当
日
は
散
布
地
に
入
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
散
布
地
周
辺
で

は
窓
を
閉

め
、

洗
濯
物
や
飲
食
物
を
戸
外
に
出

さ
な

い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

③
散
布
地
周
辺
の
牧

草
、
桑
な
ど

は
、
散
布
前
に
収
穫
し
て
く

だ

さ

い
。
特
に
、
桑
は
散

布
後
十

日
間
ほ
ど
は
使
用
し
な

い
で
く

だ
さ
い
。

④
万
一
、
体
に
薬
液

が
付

い
た
時

は
、
す
ぐ

に
石
け
ん
で
洗
い
落

と
し
て
く

だ
さ

い
。

■
松

枯
れ
の
連
絡
・
問
い
合
わ
せ

・
農
林
課
農
林
振
興
係

魯
鰉
2
1
1
1
　
内
線
２
３
２

募　 集

税
に
関
す
る

高
校
生
の
作
文

国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
、
税

務
署
で
は
、
全
国
の
高
校
生
の
皆

さ
ん
か
ら
『
税
に
闃
す

る
作
文
』

を
募

集
し
て

い
ま
す

。

▼
応
募
資
格
・：
高
校
生

▼
テ

ー

マ
ー：
税

に
つ
い
て
、
日

ご
ろ
考
え
て

い
る
こ

と
や
意
見

な
ど
、
税
に
関
す
る
こ
と
で
あ

れ
ば
何
で

も
結
構
で

す
。

▼
応

募

数
・
上

人
一
編
、
三
千

宇
以
内

▼
締
め
切
り
…
９
月
1
0日
（
木
）

■

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

・
福
島
税
務
署
総
務
課

一
Ｉ
Ｕ
3
1
2
1

財
産
を

相

続

し

た

と

き

は
・
・・
・

相
続
や
遺
贈
（
遺
言
に
よ
っ
て

財
産
を
譲
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
、

亡
く
な

っ
た
人
（
被
相
続
人
）
の

財
産
を
も
ら

っ
た
人
（
相
続
人
）

に
は
相
続
税
か
か
か
り
ま
す
。

な
お

、
正
味
の
遒
産
額
が
基
礎

控
除
額
の
範
囲
内
で
あ

れ
ば
、
相

続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

相
続

税
の
申
告

と
納
税
の
期
限

は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

Ｉ
耳
。’叨
匹
今

一
月

】
日
力
ら
鷁
月

三
十
日
ま
で

に
被
相
続
人
か
死

亡
し

た
場
合
・
：
平
成
四
年
十
二

月
三

十
一
日

・
平
成
四
年
七
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
被
相
統

人

か
死
亡
し
た
場
合
…
死
亡

の
翌

日
か
ら
六
か
月
以
内

申
告
書
の
提
出
先
は
、
被
相
続

人
の
住
所
地
の
税
務
署
で
す

。

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
相
談
室
福
島
分
室

Ｓ
Ｕ
4
8
1
1

６

月

今
月
の
納
税

（
納
期
限
…
６
月
3
0日
）

町
県
民
税
（
第
一
期
）

戸 籍 の 窓 口
(５月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会

杏 奈(あ ん な)佐藤 信広 言　 東
匠( た く み)剰地 古伴 石衂田原
瞳( ひ と み)安藤　 裕 前　 田

千 波(ち な み)佐聹 氏徳 石毋田東
美 有(み ゅ う)本間 次夫 大 町 府
択 磨(た く ま)佐藤　 忠 第 十 二
翔( し ょ う)八轡 償詞 第　 七

梨 友(り　 か)実沢 博之　蝌　 八

結婚おめでとうございます

氏　　 名
角　田 正 幸
今 野 留理子
佐 藤 俊 一
鳥 貫　とく子
大 橋 誠 寿
吉 野 久美子
佐 藤　　 進
三 浦 ゆかり
剰 地 幸 喜
酒 井 真由美
佐 藤　日出男
安　　 喜 成
遠 廊 一 浩
坂 本 智江子

町内 会

言　 東

月 舘 町

石 毋 田東

白 石 市

富 町 北

会津肴暖 市

宮 町 北

神 奈川 県

石 毋 田原

高　 城

駅　 前

碑　 国

鳥　 取

襠 鳥 市

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

佐久間 武 雄　　73　　 山 崎 舘
引 地 幸 一　　 卵　　 源宗山東
市 川　　 正　　85　　 上　 野
熊 田 一 仙　　 ９２　　 大 町 北
徳 江　　 武　　66　　 源奈山西
斎 ● 正 利　　69　　 砲 江 北

實 沢 嶂 三　　78　　 第　 九
高 橋　と　よ　　68　　 小　 坂
松 田 傳 治　　71　　 貝　 田

人 口 と 世 帯
６月１日現在(前月比)５月中のうごき

人
　
　

口

一男5.  ? 人（－２）

一女6  は 人(  十

冊11.947人（十･8）

世帯数3  , 戸(  十 9 )

転 入28 人

転 出　19人

出 ’生　８人

死　亡　９人

心配ごと相談日
場所：役珊二階相談童1 ●●入口からおÅｒＦｓい）

暗閥： ９紡～12 驫S

こまっ たこ とや、柤談ごとがあり ましたら、

お気軽にご 相談下さい。秘密 は絶対 に守ります。

〔相 談 員〕

７月６日（月）斎藤 光夫・後藤　アヤ

７月15 日 (水）菅野 贅郎・渋谷 愛子

※６月25日は休ませていただきます。

６月　水無月(みなづき)

21 日 ( 日 ) 夏 至

父の日

日 (火）沖縄慰霊の日

オリンピックデー

28日（日）貿易記念日

７月　文月(ふみづき)

１日（水）国民安全の日

半夏生

７日（火）小 暑

七 夕

日 ( 金）国土掾設週間

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

新 8 5 ｰ 2 6 7 6

（有）４156

楽
し
い

ア
サ
ガ
オ
の
栽
培

阿
津
賀
志
学
級

わ
た
し
た
ち
の
町
か

、
本
年
度

厚
生
省
よ
り

『
高
齢
者

の
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
推

進
モ

デ
ル
市

町
村
』
に
指
定

さ
れ
た
こ

と
に
伴

い
、
阿
津
賀
志
学
級
で

は
。
学
級

生
全
員
の
体
験
学
習

を
と
お
し
て

環
境
美
化
に
努
め
、
豊
か

な
情
操

を
養
う

と
い
う
ね
ら

い
で

、
ア

サ

ガ
オ
の
ひ
と
り
一
鉢

運
動

に
取

り

組
む
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。

そ
し
て

。
去
る
五
月
十
三
日
、

約
二

百
名
が
出
席
し
、
午
前
九
時

よ

り
奉

仕
作
業
、
交
通
安
全
教
室

を
行
っ
た
後

、
町
園
芸
愛
好
会
長

の
秦
三

郎
様
よ
り
、
ア
サ

ガ
オ
の

育
て
方

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

当

日
は
、
ア
サ

ガ
オ
の
性
質
、

種
の

ま
き
方

、
手
入
れ
の
し
か
た

な

ど
に
つ
い
て
実
際
に
く
わ
し
く

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
後
、
二
百

六
十
名
の
学
級
生
全
員
に
、
ア
サ

ガ
オ
の
種

と
、
プ
ラ
ス
チ
ｙ

ク
製

の
栽
培

セ
ッ
ト
を
配
布
敖
し
ま
し

た
。学

級

生
は
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
、

八
月

十
一
日
に
開
く
予
定
の
観
賞

会

に
向
け
。
そ

れ
ぞ
れ
栽
培
に
励

む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

な
お
。
こ
の
後
、
六
月
二
十
五

日
に
は
、
種

ま
き
後
の
栽
培
状
況

に
つ
い
て

、
情
報
交
換
を
し
な
が

ら
秦

三
郎
様
よ
り
、
再

び
指
導
を

受
け

る
こ
と
に
な

っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
ア

サ
ガ
オ
栽
培
後
に
は
、

同
じ
鉢
を
使
っ
て
、
チ
ュ

ー
リ
ッ

プ
の
球

根
を
植
え
、
年
間
を
と
お

し
て

、
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
て

お
り
ま
す
。

▲アサガオの育て方について掌ぷ

町
内
の
企
業
見
学

五
十
嵐
　
君
代

く

に
み

女
性
教
室
の
第
二
回
目

の
学
習

と
し
て

、
町
内
の
企
業
見

学
を
五
月
晴

れ
に
恵
ま

れ
た
五
月

二
十
七
日
、
教
室
生
二
十
八
名

が

参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し

た
。

最
初

に
睦
商
会
を
訪

ね
ま
し

た
。

専

務
の
荒

木
き
ん
か
ら
会
社
の
概

要

の
ほ
か

、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

で

、
そ
の
彫
響

が
地
方
に
も
徐
々

に
現
わ
れ
て
き
て
生
産
工
場
か
倒

産
し

た
り
、
商
級
品
の
光
れ
行
き

も
悪
く
な

っ
て

い
る
な
ど
の
お
話

し
を
聞
い
た
後
、
二
班
に
分
か
れ
て

施
般
内
を
見

学
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
し

た
。

力

ご
ア
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
は
、

画
面
に
裁
断

デ
ー
タ
を
自
動
、
手

動
の
両
方
で
入
力
で
き
る
自
動
裁

断

シ
ス
テ

ム
、
素
材
に
応
じ
て
刃

物
形
状
を
選
択
し
て
裁
断
す
る
こ

と
の
で
き
る
カ
ッ
タ
ー
ヘ

ヴ
ド
装

置

、
吸
引
力
で
素
材
を
真
空
状
態

に
し
て

一
度
に
ａ

～

闥
枚
の
積
層

物
を
裁
断
で
き

る
バ
キ
ュ
ー
ム
装

置
、
型
紙
も
機
械

が
書

い
て
く
れ

る
装
置

な
ど
を
見
学
さ
せ
て

い
た

だ
い
て

、
現
代
の
（

イ
テ
ク
機
械

に
は
た
だ
驚
く

ば
か
り
で
し
た
。

次
の
縫

製
所
で
は
二
百
台
位
の
ミ

シ
ン
が
作
動
し

、
多
く
の
従
業
員

の
方
が
颱
い
て

お
り
ま
し
た
。

次

の
見
学
先
の
国
見
製
菓
に
着

く
と
。
プ
ー
ン
と
甘

い
香
り
が
私

達
を
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
工
場

の
中

は
ほ
と
ん

ど
機
械
化
さ
れ
て

い
て

、
人
手
か

必
要
な
所
は
包
装

や
箱
詰

め
の
作
業
だ
け
な
の
に
は

驚

い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
全
国
の
観
光
地
の
お
土
産
を
作

っ
て

い
て
、
見
学
し
た
時
は
尾
瀬

の

お
土
産
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。

私
違
も
し
っ
か
り
お
土

産
の
菓

子
を
買

っ
て
、
最
後
の
見
学
先
の

白
鳥
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
向
か
い

ま
し

た
。
近
く
に
あ
り
な
が
ら
ゴ

ル
フ
場
に
來
た
の
は
初
め
て
で
す

。

五
月
晴
れ
の
す
ば
ら
し
い
天
気

に

映
え
て
緑
の
芝
が
と
て

も
き
れ
い

で
し

た
・

こ
の
日
は
平
日
で
し

た

か
、
場
内

は
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
満
員

と
の
こ
と
で
し
た
’

三

ケ
所
の
見
学
を
終
え
て
松
歴

ド
ラ
イ

ブ
イ

ン
で
み
ん
な
と
食
べ

た
昼
食
は
格
別
で
し
た
。

見

学
先
で
は

お
仕
事
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
快
く
、
親
切
に
お
話
し

や
ら
見
学
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

し
て
あ

り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

教
室

生
一
同
、
と
て
も
有
意
義

な
一
日

を
過
す
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

▲熱心に見掌する女性教童の皆さん

団員
募集

剣道ｽ ﾎﾟｰﾂ 少年団

奔少年健 全育成を目的 として、

国見町剣道 スポーツ少年団の団員

を募集し ます、

練習日‥･毎画月・金曜口
場 所…国見町町民体育館
時 間…午俊６時30分～８時
人会を希望される方は、練習卩

に体育館においでください．

ゴルフ初心者教室

1｡主 催 国見町公民館
2.と　き　７月～９月　毎週月曜日（予定）

Ps7:00 ～9:（x）

3.ところ　自鳥ゴルフガーデン練習場

4.内 容 基本的な知識と技術の指導
5.対象者 一般町民でゴルフの初心者 定員20名

（定員オーバーのときは抽選）
6.受講料23,0a ）円
7.申込み　７月１日（水）まで



浄
化
セ
ン
タ
ー

運
動
広
場
完
成

阿
武
隈
川
上
流
流
域
下
水
道
県

北
浄
化
セ

ン
タ
ー
用
地
内
の
遊
休

地
を
利
用
し

た
運
動
公
園
の
施
設

の
一

つ
で

あ
る
運
助

広
場

が
、
こ

の
た
び
、
立
派

に
完
成
し
ま
し

た
。

こ
の
運
動

広
場
は
、
二
四
、
〇

〇
〇
㎡

の
広
さ
か
あ
り
、
四
〇
〇

ｍ
ト
ラ

ッ
ク
が
と
れ
、
野
球
は
二

面
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
で
す
と
四
面

の
利
用
か
可

能
で
す
。

こ
の

運
動
広
楊
の

オ
ー
プ

ン
を

記
念
し
て

、
六
月
七
日
剛
に
ソ

フ

ト
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
し

た
。

大
会

に
は
一
般
の
部
十

九
チ

ー

ム
、
少
年
の
部
十
一
チ

ー
ム
。
計
三

十
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。

開
会

式
で
は
、
大
会
長

の
冨
永

町
畏
か
ら
「
町
民
の
皆
様
の

体
力

増
進
と
健
康
づ
く

り
の

た
め
存
分

に
利
用
し
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
記

念
大
会
に

ふ
さ
わ
し

い
熱

戦
を
期

待
し
ま
す
Ｊ

と
の
あ
い
さ
つ
か
あ

り
、
続
い
て
来
賓
の
仲
野
町
讌
会

議
長
、
神
津

町
体
育
協
会
長
の
祝

辞
、
少
年
の
部
に
出
場
の
大
枝
小

児
童
会
Ａ
チ

ー
ム
佐
藤
丞

治
君
か

力
強
く

選
手
宜
誓
を
述

べ
ま
し
た
。

試
合

は
、
参
加
チ

ー
ム
か
多
い

た
め
町
民
運
動
場
も
利
用
し
、
激

戦
激
闘
を
展
開
し
て
次
の
チ

ー
ム

か
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

◇
一
般
の
部

優

勝
‐：
国
見
ク
ラ

ブ

準
優
勝
・
：
滝
川

第
三
位
…
㈱
大
岩
機
器
工
業
所

μ
　
・・
・
国
見
町
役
場

◇
児
童
の
部

優
　

勝
…
藤
田
小
学
校
Ａ

準
優
勝
・：
大
木
戸
小
学
校
Ａ

第
三
位
・：
藤
田
小
学
校
Ｂ

μ
　
・・
・
塚
野
月
チ

ー

ム

Ａ各賦合とも熱戦を展開

町 民 プ ー ル オ ー プ ン
○期　 間 S･昼 間　　７月４日より９月６日まで

･･夜　間　　７月12日より８月23日まで(町民ブー,レのみ)

○利用時間 ●第 】回　　 ９：匐～11 :30 （森江野町民プールについては。

森江野小体育授業に使用のため利用できません）S･

硝２回　13:OO  ~ 】 5:00

1･ 第３回　15:30 ～17:30

● 碪４回　18:30 ～20:30　･1 民プ ー ルのみ

Ｏ使 用 料
区　分 �昼　間 �夜　間 �利　 用　 単　 位

大　　 人 �150円 �250円 �

ｌ 人１回　２時間以内
高 校　生 �100円 �150円

小・中学生 �30 円 �50 円

園 児 以 下 �無　　　 料

○注意事項 卜 小学生以'ﾄ ば、必ず保護者同伴とします。

ただし、小学４年生以ｋで25メートJレ以上の泳力のある

児童はこの限りでない。

●小・中学生が夜間利用する場合は。保護者同伴とします。

行　事　の　お　知　ら　せ

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事 �月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　 琲

６ �15�

月 �
・子ども移動図番館（大枝小） �

７ �

ｌ �水 �・くにみ女性教室研修旅行（ 丸森町方面）

���・阿津賀志、成人学級グループ活動（社交ダンス）��２�木 �・ 子ども移動図 澹綰（大木戸小）

�19�金 �・バウンドテニス教室 ��３�金 �・阿津賀志学級研修旅行（角田市方面）

�20�土 �
・ 栗駒山登山 �

�６�月 �

・子ども移動図書館（藤田小３年）

�21�日 �����・阿津貿志、成人学椴グループ活動（社交ダンス）

�22�月 �
・子ども移動図書館（小坂小） ����・ゴルフ教室開講（白鳥ゴルフガーデン）

���・阿津賀志、成人学級グループ活動（社交ダンス）�
�７�火 �

・子ども移動図さ館（森江野小）

�23�火 �
・阿津貿志学級 グループ活動（はり絵） ����・阿津賀志学級 グループ活動（1’1道）

���・成人学級移動学級（半田山の植物） �

�８�水 �

・阿津賀志学級 グループ活動（七宝焼開講）

�24�水 �・ くにみ女性教室グループ活動（紙粘土） ����・子ども移動図書館（人枝小）

�25�木 �

・ バウンドテニス教室 ����・くにみ女性 教室 グループ活動（紙帖土）

���・子ども移動図書館（藤田小２年） ��９�木 �・子ども移動図舎館（藤川小１年）

���・阿津賀志学級（健康管理） �
�13�月 �

・ゴルフ教室

�29�月 �・阿津賀志、成人学級グループ活動（社交ダンス） ����・阿津貿志、成人学級グループ活動（社交ダンス）

�30�火 �・県北公民館長会濃 ��14�火 �・子ども移動図霈鉈（小坂小）

爾　　 考 ���・７月の子ども移助図書館の活助内容は、本の貸出し、紙しばい、びんに絵をかく。
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台
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。

県
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
配

車
式
に
は
、
各
町

の

ホ
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作
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祉
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が
、
代
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て
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今
後
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訪
問
活

動
の
機
動
力
ア

ッ
プ
に
十

分
活

用
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ま
す
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と
謝
辞
を

述
べ

ま
し
た
。

緑
の
じ
ゅ
う
た
ん

満
　

喫

青

々
と
し
た
牧
草
が
茂
っ
た
町

営
牧
場
で
五
月
十
三
日
。
放
牧
か

始
ま
り

、
冬
の
間
、
各
飼
育
農
家
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牛

舎
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過
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広
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と
し
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緑
の
じ
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つ
た
・
か

の
上
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冗
気

い
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ぱ
い
駆
け
回
っ

て

い
ま
し

た
。

ト
ラ

ッ
ク
で
次

々
と
到
肴
し

た

牛
た
ち
は
、
飼
育

農
家
の
人

た
ち

の
手
で
荷
台
か

ら
降
ろ
さ
れ
。
は

じ

め
は
車
か
ら
降
り
る
の
を
嫌

が

つ
て
い
た
牛

た
ち
も
、
広
々
と
し

た
牧
場
に
放

た
れ
る
と
、
青
々
と

し
た
牧
草
地

へ
飛

び
出
し
ま
し

た
。

開
牧
式

に
は
、
高
橋
友
蔵
国
見

牧
野
利
用
組
合
長

、
冨
永
武
夫
町

・艮
、
仲
野
周
一
町
議
会
議
長
を
は

じ
め
、
県
や
亅
Ａ

、
飼
青
農
家
の

関
係
者

な
ど
約

四
十
人

が
出
席
し

ま
し
た
。

こ
の

卩
放
牧

さ
れ
た
の
は
、
和

牛
三
十

五
頭
。
夏

ご
ろ
ま
で
に
は

約
八
十
五
頭

が
放
牧
さ
れ
、
十
月

半
ば
ま
で
放
牧

さ
れ
ま
す
。

町
内
の
美
化
に
一
役

～
県
北
中
生
徒
会
～

”町
内
か
ら

ご
み
を
な
く
し
、

環
境
の
美
化
に

］
役
”
と
五
月
二

十
三
日
、
県
北
中
生
徒
会

（
朝
内

雅
俊
生
徒
会
長
）
が
自
圭
的

に
運

営
し
、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し

た
。

開
会

式
の
あ
と
、
ク
ラ
ス
毎
に

分
担

さ
れ
た
場
所
に
移
動
し
、
早

速
ご
み
拾

い
を

開
始
。
観
月
台
公

園
を
は
じ

め
、
Ｊ
Ｒ
藤
田
駅
周
辺
。

国
道
四
母
線
沿

い
な
ど
町
内

全
城

に
わ

た
っ
て
空
き
缶
や
紙
ぐ
ず
を

拾

い
集
め
ま
し

た
。

楽
し
く

サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
付
け

藤
田
保
育
所
の
子
ど
も

た
ち

が

五
月
二
十
八
日
、
桑
折
町
の
養
護

老
人
ホ
ー
ム
『
桑
折
緑
風
園
』
を

訪
れ
、
お
年
寄
り
と
一
緒
に
サ
ッ

マ
イ
モ

の
苗
を
植

え
、
交
流
を
深

め
ま
し

た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
作

り
を
通
し
て
お

年
寄
り
と
親

ぽ
く
を
図
っ
て
い
る

も
の
で
、
藤
田
保
育
所
か
ら
は
三

十
九
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し

ま
し
た
。

苗
の
植
え
方
の
説
明
を
聞

い
た

あ
と

、
さ
っ
そ
く
苗
を
手
に
「
ふ

れ
あ
い
農
園
」

に
入
り
、
お
じ

い

ち
ゃ
ん
。
お
ぱ
あ
ち

ゃ
ん
と
一
緒

に
、
一

本
一

本
て

い
ね

い
に
植
え

付
け
ま
し

た
。

秋
に
は
再

び
子
ど
も
た
ち
か
訪

問
し

、
大

き
く
育

っ
た
サ
ツ
マ
イ

モ
の
収
穫
を
し
ま
す

。

●謝辞を述べる曵地番作町社協副会長

あのんびり草をはむ牛たち

▲観月台公皿を涓掃する県北中生徒の皆さん

▲おぱあちゃんと一鵬に苗を植える子どもたち

ご 協 力

く ださい 献血バス来町

７月17 日（ 金 ）

9:00 ～11:3（）　 小坂小学校前

12:00 ～13 : （X）　 国見電子㈱前

ljl : 15～15:30　 ㈱福梁製作所前

15:45 ～17:00　 朽木纖雛㈱前

７月は「愛の献血助け合い運動」

編
集
日
記

０
７
月
は
河
川
愛
護
月
間
。
契
し
い

川
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
毎
年
、
大

勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
行
っ
て
い

ま
す
か
、
ま
ず
、
ご
み
を
捨
て
な
い

マ
ナ
ー
を
守
り
た
い
も
の
で
す
。
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